
 

平成 30 年(2018 年)3 月 13 日 

 

  

第 2984 号 

平成 30 年(2018 年) 

3 月 13 日 

火曜日 

目 次 

告示 
○ 埼玉県統計調査条例に基づく県指定統計調査の指定解除（統計課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 廃川敷地等の公示（水辺再生課） 

○ 朝霞都市計画用途地域の変更に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 朝霞都市計画防火地域及び準防火地域の変更に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 朝霞都市計画地区計画の変更に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 東松山都市計画地区計画の変更に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 坂戸都市計画道路の変更に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 平成 30 年二級建築士試験及び木造建築士試験の実施（建築安全課） 

○ 平成 20 年埼玉県告示第 1549 号の一部を改正する告示（建築安全課） 

○ 県道伊勢崎深谷線の供用の開始（熊谷県土整備事務所） 

○ 開発行為に関する工事の完了公告（川越建築安全センター） 

○ 開発行為に関する工事の完了公告（越谷建築安全センター） 

○ 埼玉県教育委員会定例会の招集（教委・総務課） 

○ 技能教育施設の指定（高校教育指導課） 

○ 選挙管理委員会の招集（選挙管理委員会） 

 

 



 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
一
号 

埼
玉
県
統
計
調
査
条
例
（
平
成
二
十
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
号
）
第
二
条
第
二
項
の
県
指
定
統

計
調
査
の
指
定
を
次
の
よ
う
に
解
除
し
た
の
で
、
同
条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

県
指
定
統
計
調
査
で
あ
る
賃
金
実
態
調
査
の
指
定
を
解
除
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
七
本
木
店 

 
 

 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
大
字
七
本
木
千
八
百
九
十
番
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
芙
蓉
総
合
リ
ー
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

辻
田
泰
徳 

東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
三
丁
目
三
番
二
十
三
号 

（
変
更
後
）
芙
蓉
総
合
リ
ー
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

辻
田
泰
徳 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
三
崎
町
三
丁
目
三
番
二
十
三
号 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ 

代
表
取
締
役 

青
木
保
外
志 

石
川
県
白
山
市
松
本
町
二
千
五
百
十
二
番
地 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ 

代
表
取
締
役 

青
木
宏
憲 

石
川
県
白
山
市
松
本
町
二
千
五
百
十
二
番
地 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
一
月
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
十
三
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
本
庄
事
務
所 

四 

意
見
書
の
提
出 



 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 
対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
十
三
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
二
月
二

十
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
皆
野
町
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
二
十
一
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
二

月
二
十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
久
喜
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
十
八
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
二
月
二

十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
羽
生
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
六
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
六
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
三

月
一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
杉
戸
町
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
二
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
三

月
一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
入
間
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
十
一
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
三
月

一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
十
四
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
年
二
月
二

十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
小
川
町
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
号 

 
河
川
区
域
の
廃
止
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の
で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令

第
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
埼
玉
県
県
土
整
備
部
水
辺
再
生
課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

河
川
の
名
称 

 
 

荒
川
水
系
一
級
河
川
吉
野
川 

二 

廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

三 

廃
川
敷
地
等
の
位
置 

 
 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
富
田
字
花
ノ
木
一
三
一
九
番
一
〇
、
同
郡
同
町
大
字
赤
浜
字
赤
木
二
六

三
二
番
九
、
同
郡
同
町
同
大
字
字
沼
下
二
三
二
四
番
四
及
び
同
郡
同
町
同
大
字
同
字
二
三
二
四

番
五 

四 

廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量 

 
 

土
地 

 
 

六
六
七
・
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号 

 
朝
霞
市
か
ら
朝
霞
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号 

 
朝
霞
市
か
ら
朝
霞
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付

を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都

市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号 

 
朝
霞
市
か
ら
朝
霞
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号 

 
嵐
山
町
か
ら
東
松
山
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



 

告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号 

 
鶴
ヶ
島
市
か
ら
坂
戸
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
六
号 

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
二

級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。 

 

な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、
埼
玉
県
指
定
試
験
機
関
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
建
築

技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
に
行
わ
せ
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

試
験
の
期
日
及
び
時
間 

 

イ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
七
月
一
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
九
月
九
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

 

ロ 

木
造
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
七
月
二
十
二
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
十
四
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

二 

試
験
会
場 

 

イ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
三
百
七
番 

 
 

 
 

芝
浦
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 

㈠ 

埼
玉
県
草
加
市
学
園
町
一
番
一
号 

 
 

 
 

 

獨
協
大
学 

 
 

 

㈡ 

埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
内
宿
台
六
丁
目
二
十
六
番
地 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー 

 

ロ 

木
造
建
築
士
試
験 



 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

 
 

⑵ 
設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
三
百
七
番 

 
 

 
 

芝
浦
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

三 

受
験
資
格 

 
 

建
築
士
法
第
十
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

四 

受
験
申
込
手
続 

 

イ 

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み 

 
 

 

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試

験
を
受
験
し
た
こ
と
が
あ
る
者
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

な
お
、
過
去
の
受
験
票
又
は
合
否
の
通
知
書
を
貼
付
す
る
こ
と
。 

 
 

⑴ 

受
験
申
込
受
付
期
間 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
二
日
（
月
）
か
ら
平
成
三
十
年
四
月
十
六
日
（
月
）
ま
で 
 

 

 
 

 
 

（
受
験
申
込
受
付
期
間
内
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
書
の
宛
先 

 

郵
便
番
号
一
〇
二
―
〇
〇
九
四 

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
丁
目
六
番 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー 

本
部 

 

な
お
、
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
る
こ
と
。 

 

ロ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み 

 
 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
以
降
に
二
級
建
築
士

試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
の
受
験
申
込
み
を
し
た
者
の
う
ち
、
試
験
の
申
込
み
に
必
要
な

個
人
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
承
諾
を
し
て
い
る
も
の
に
限
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。 

 
 

⑴ 

受
験
申
込
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間 

 
 

 

㈠ 

受
付
期
間 

 
 

 
 

 

平
成
三
十
年
四
月
九
日
（
月
）
か
ら
平
成
三
十
年
四
月
十
六
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 

㈡ 

受
付
時
間 

 
 

 
 

 

受
付
開
始
日
の
午
前
十
時
か
ら
受
付
終
了
日
の
午
後
四
時
ま
で 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
方
法 

 
 

 
 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

 

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
、
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
申
し
込
む
こ
と
。 

 

ハ 

受
付
場
所
に
お
け
る
受
験
申
込
み 



 
 

⑴ 

受
験
要
領
及
び
受
験
申
込
書
の
配
布
期
間
及
び
配
布
場
所 

 
 

 

㈠ 

配
布
期
間 

 
 

 
 

 

平
成
三
十
年
四
月
二
日
（
月
）
か
ら
平
成
三
十
年
四
月
二
十
三
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 
㈡ 

配
布
場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

埼
玉
建
産
連
会
館
五
階 

 
 

 
 

 

一
般
社
団
法
人
埼
玉
建
築
士
会 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
書
の
受
付
期
間
、
受
付
時
間
及
び
受
付
場
所 

 
 

 

㈠ 

受
付
期
間 

 
 

 
 

 

平
成
三
十
年
四
月
十
九
日
（
木
）
か
ら
平
成
三
十
年
四
月
二
十
三
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 

㈡ 

受
付
時
間 

 
 

 
 

 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 
 

 

㈢ 

受
付
場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

五 

設
計
製
図
の
試
験
の
課
題
発
表 

イ 

発
表
の
日 

平
成
三
十
年
六
月
六
日
（
水
）
頃 

ロ 

発
表
の
方
法 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
公
表
す
る
。 

六 

合
格
の
発
表 

 

イ 

学
科
の
試
験 

 
 

⑴ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

 

㈠ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

 

平
成
三
十
年
八
月
二
十
一
日
（
火
）
（
予
定
） 

 
 

 

㈡ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉 

 
 

 
 

建
築
士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者 

 
 

 
 

に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 
 

⑵ 

木
造
建
築
士
試
験 

 
 

 

㈠ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

 

平
成
三
十
年
九
月
四
日
（
火
）
（
予
定
） 

 
 

 

㈡ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉 



 
 

 
 

建
築
士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者 

 
 

 
 

に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 
ロ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

⑴ 
発
表
の
日 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
十
二
月
六
日
（
木
）
（
予
定
） 

 
 

⑵ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉
建 

 
 

 

築
士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者
に
不 

 
 

 

合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
三
十
七
号 

 
平
成
二
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
四
十
九
号
（
建
築
士
法
第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に

掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

第
三
号
中
「
卒
業
し
た
後
」
の
下
に
「
（
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
に
あ

っ
て
は
修
了
し
た
後
）
」
を
加
え
、
同
号
の
表
の
（
注
）
中
「
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二

十
八
号
）
」
の
下
に
「
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
三

号
）
」
を
、
「
（
昭
和
五
十
年
文
部
省
令
第
二
十
一
号
）
」
の
下
に
「
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設

置
基
準
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
令
第
三
十
四
号
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
三
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

田 

隆 

弘 

  



 

伊
勢
崎
深
谷
線 

路
線
名 

深
谷
市
中
瀬
字
向
島
一
六
五
六
番
一
地
先
か
ら
同
市

中
瀬
字
伊
勢
島
一
三
一
九
番
四
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限
る
。
） 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
年
三
月
十
七
日 

（
午
後
三
時
） 

供
用
開
始
の
期
日 

 

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
付
け
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

告
示
第
十
六
号
で
告
示
し
た
道
路
区
域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
一
二
二
六
・
八
〇
メ
ー
ト
ル 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
四
号 

 
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開
発

行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

高 

橋 

浩 

行 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
十
九
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
九
〇
〇
三
六
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
九
日 

 
 

川
建
セ
第
二
九
〇
〇
五
四
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
越
生
町
大
字
上
野
字
諏
訪
千
四
百
七
十
五
番
三 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
楓
ケ
丘
二
丁
目
二
十
六
番
七
号 

 
 

比
留
間 

純
子 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 埼

玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

渡 

辺 

賢 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
二
月
八
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
九
〇
〇
〇
四
二
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
八
日 

 
 

越
建
セ
第
四
〇
二
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
山
崎
百
五
十
三
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
宮
代
一
丁
目
一
番
二
十
―
三
〇
九
号 
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル
東
武
動
物 

 

公
園 

 
 

田
中 

早
津
季 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
一
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
十
九
日 

午
前
九
時
三
十
分 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ロ 

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ハ 

埼
玉
県
立
高
等
学
校
管
理
規
則
及
び
埼
玉
県
立
中
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

 
 

則
に
つ
い
て 

 

ニ 

技
能
職
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て 

 

ホ 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
に
つ
い
て 

 

ヘ 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る 

 
 

訓
令
に
つ
い
て 

 

ト 

埼
玉
県
い
じ
め
問
題
調
査
審
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

 

チ 

埼
玉
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

 

リ 

そ
の
他 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
十
二
号 

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
技
能
教
育
の

た
め
の
施
設
と
し
て
、
平
成
三
十
年
三
月
十
三
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

一 

技
能
教
育
の
た
め
の
施
設
の
名
称 

 
 
 

学
校
法
人
国
際
学
園
星
槎
川
口
キ
ャ
ン
パ
ス
（
埼
玉
県
川
口
市
栄
町
三
丁
目
十
九
番
地
） 

二 

星
槎
国
際
高
等
学
校
と
の
連
携
措
置
に
係
る
科
目
及
び
連
携
措
置
に
係
る
科
目
に
対
応
す
る

高
等
学
校
の
科
目 

 

 

   
 

 
 

 

課
題
研
究 

電
子
商
取
引 

ビ
ジ
ネ
ス
経
済
応
用 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

連
携
措
置
に
係
る
科
目 

課
題
研
究 

電
子
商
取
引 

ビ
ジ
ネ
ス
経
済
応
用 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

連
携
措
置
に
係
る
科
目
に
対
応
す
る
高
等
学
校
の
科
目 

 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
一
号 

 
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

平
成
三
十
年
三
月
十
三
日 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 

一 

日
時 

平
成
三
十
年
三
月
十
四
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

選
挙
管
理
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

 

ア 

春
日
部
市
長
選
挙
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
審
査
の
申
立
て
に
つ
い
て 

 

イ 

そ
の
他 
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